
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強引な当て字を使った子どもの名前は

「キラキラネーム」と呼ばれるそうです。

苺愛（べりーあ）、七音（どれみ・おんぷ）

など驚いてしまうものが多いですが、キ

ラキラネームの名付け親の元祖は文豪・

森鷗外。子どもや孫に於菟（おと）、樊須

（はんす）などと名付けたのは国際社会

の到来を見越していたかのようですね。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町２－１０安和司町ビル２階 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

http://www.ht-tax.com 

mail：y.taira@ht-tax.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今！人気の「ファミ飲み」をご存知ですか？】 

居酒屋ではなくファミリーレストランでお酒を飲む「ファミ飲み」が人気です。ファ

ミレス各社は生ビールやワインなど各種アルコールを充実させ、魅力的な価格で提供

しています。味や素材にこだわった小皿料理の種類も増やし、おつまみもお得感があ

ると好評です。お酒を飲めない人が一緒でも気兼ねなく飲め、また一人でサクッと飲

んで帰れるのもファミ飲みならではでしょう。家族連れから仕事帰りの会社員まで客

層の幅を広げ、ファミレスは進化を続けています。 

【
国
外
財
産
が
？
万
円
を
超
え
る
と
対
象
に
！
】 

 

国
外
財
産
に
関
す
る
所
得
や
相
続
財
産
の
申
告
漏
れ
が
近
年
、
増

加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
適
正
な
課
税
や
徴
収
の
確

保
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
「
国
外
財
産
調
書
制
度
」
が
創
設
さ
れ
、

平
成
二
十
六
年
一
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
居

住
者
で
、
そ
の
年
の
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
国
外
財
産
の
合

計
額
が
５
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
居
住
者
」
と
は
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は
現
在
ま

で
引
き
続
い
て
一
年
以
上
居
所
を
有
す
る
個
人
を
い
い
ま
す
。
国

外
財
産
調
書
の
対
象
と
な
る
「
国
外
財
産
」
と
は
「
国
外
に
あ
る

財
産
を
い
う
」
と
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
判
定
は
そ
の
財
産
の

現
況
に
よ
り
判
定
さ
れ
ま
す
。
財
産
の
価
額
は
十
二
月
三
十
一
日

に
お
け
る
「
時
価
」
、
ま
た
は
「
時
価
に
準
ず
る
見
積
価
額
」
と

な
り
ま
す
。
提
出
期
限
は
翌
年
の
三
月
十
五
日
（
日
曜
日
の
と
き

は
そ
の
翌
日
、
土
曜
日
の
と
き
は
そ
の
翌
々
日
）
ま
で
で
、
国
外

財
産
の
種
類
、
数
量
、
価
額
、
そ
の 

他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
調
書
を 

所
轄
の
税
務
署
長
に
提
出
し
ま
す
。 

こ
の
制
度
で
は
「
過
少
申
告
加
算
税 

等
の
優
遇
措
置
」
が
あ
り
、
調
書
を 

期
限
内
に
提
出
し
た
場
合
に
は
、
記 

載
が
あ
る
国
外
財
産
に
つ
い
て
申
告 

漏
れ
が
生
じ
た
と
き
で
あ
っ
て
も
過
少
申
告
加
算
税
等
が
５
％

減
額
さ
れ
ま
す
。
期
限
内
に
提
出
が
な
い
場
合
、
ま
た
は
提
出
さ

れ
た
調
書
に
記
載
す
べ
き
国
外
財
産
の
記
載
が
な
い
場
合
に
は
、

「
過
少
申
告
加
算
税
等
の
加
重
措
置
」
と
し
て
過
少
申
告
加
算
税

等
が
５
％
加
重
さ
れ
ま
す
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【形の折り目、心の折り目】 

 

日本には「道」という考え方があります。「空手の道を極める」と

いえば、空手（武道）の精神真髄を学んで習得し、明らかにする

こと。その過程は「形から入り心に至る」です。 

武道では、技の習得とともに礼節の大 

切さも合わせて指導しています。 

礼とは相手を尊敬し、自分を謙遜し、 

行いを丁寧にすること。節とはその場 

に応じた行動をわきまえることです。 

しかし、こうした精神論だけを説かれ 

てもなかなか理解できません。そこで、 

稽古の前後に正座で黙想し、道場訓を斉唱してお互いにあいさつ

を交わすという「形」を繰り返す中で礼節の意味と大切さを理解

して、それが身につき、やがて「心」に至るのだそうです。 

誰にでも気持ちよくあいさつができ、自然と感謝の言葉が出て、

敬う立場の相手には敬意をもって謙虚な態度で接する。昔の日本

人なら普通にやっていたことでしょう。それが今では、あいさつ

ができるだけで「ちゃんとしている」とほめられるような時代で

す。「感謝だ」「思いやりだ」「おもてなしだ」と声高に訴えても、

形が崩れていたのでは心には至れないのではないでしょうか。 

心という目に見えないものを整えるには、心としっかりつながっ

ている「形としての所作（しょさ）」を整えることが大切なのだそ

うです。 

わきまえのある所作は誰の目にも美しく映るだけでなく、礼節を

重んじる人や折り目正しい人は周囲から好感を持たれ、信頼され、

たくさんの人に慕われるでしょう。たとえ初対面でも、相手のこ

とをよく知らなくても、私たちは所作という形から多くを感じ取

ってその人を判断しています。 

心を整えたければ所作を美しく。折り目正しい行動は心の折り目

を正します。色々なことを頭で理解していても、それらを当たり

前のこととして実践している人は存外少ないのが世の常ですが、

「まずは自分から」の気持ちで振る舞いに気を付けたいものです。

商売繁盛とは、そうした先にあるのかもしれません。 

【お金が貯まるのは、 
どっち！？】 

元大手銀行の支店長が教える、お金
を増やす 25 の法則です。「カードを
持つなら２枚と４ 
枚、どっち？」「セ 
ールで買う人と買 
わない人、得する 
のはどっち？」な 
ど。答えが気にな 
った方はぜひ確認 
してください。 

つまらないことにこだ

わって人と争う暗示

が！短気を起こすと損

をしやすいため何事も

慎重に行動すること。 

方針を改めようと意志

を固めたら周囲の状況

を伺いながら進めるこ

と。人のお世話が吉運

向上につながります。 

目下の意見に耳を傾け

るとヒントが得られそ

うです。自己の才能が

認められる時期ですの

で努力を惜しまずに！ 

良い相談相手を見付け

ることで問題解決への

道が開ける運勢。迷っ

た時は日を改めて決断

するとよいでしょう。 


